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佐 藤 敦

前年夏はホッカイエどのふ出および飼育を行売って見たが､翌年の10月 (1年半の飼育)では野付

湾における成長と比べか夜b良い結果を示 している○

今年変はコンク1)- ト水槽での飼育充らびに海底蓄養試験を行たったo

材料 お よび方 法

i)幼生エビのふ出

昭和 45年 11月4日に野付湾から空輸した親エビを､円型水槽に分散収容し､その後約 5ケ月に

わたって連 日ふ出している幼生エビをとDあげ､ 3槽のコンク 1)-卜水槽 (約 15トン)に放養したo

ii)飼 育

初期の餌料としては､前年匿と同じく､グリーンウオーター､シオ ミズツボワムシ､ホクテガイ､

サバ､イカナゴ充どを細かく切 って与えた.飼育槽は､ふ出時に使用した コンクリー ト水槽を用いたo

iii)海 底 養 殖

10月8日浅所 (問木)の押合 150m･､深さ 5mの藻場に第 1図のよう夜プラスチック飼育寵を

設置 し稚エビを300尾収零 し､試験を行希った｡

飼育寵の内部は､2分目のパールネット絹地で覆いをしたO

試 験 結 果

i)幼生エビのふ出状況

幼生エビのふ出状況は第 1表のとお Dで､

昭和 46年 1月27日か ら4月10日にかけ

て､ 10,561尾の幼生エビを得たo

第 1図 海 甲



第 1表 稚エビふ出状況

月 日 ふ 出 数 水温(℃) 月 日 ふ 出 数 ･水泡(℃) 月 日 ふ 出 数

水温(℃)1. 2728.2930312. 12345/1'678910ll121314151617181920 971215105125778594124154170154155151227221225155125 5.84.64.74.95.65.85.54.84.84.24.05.55.56.26.25.25.65.75.86.2 2. 21222324252627283. 12345678910ll121314151617 5780120120202528b190215270260400600550280 5.15.55.85.44.24.85.65.64.04.04.04.24.14.54.24.24.2 3■. 1819ヽ202122232425262728293()31■4. 1234567.8910合 計 2502802807005701,1801,06054010762156510.561 5.18.26.06.57.47.87.07.28.77.27.47.
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ii)幼生 エビの飼育

成長は 5月 12日- 4.2C7n､ 8月 7日- 5.8C7n､9月14日- 6.4cm､10月 17日-

6.8C仇､ 12月 15日- 7.0cmと非常によい｡歩留_りは 4月 10日 - 10,561尾､ 8月 7日

- 1,500尾､ 10月17日- 820尾 と大分悪V,0

iii)海底蓄養試験

稚エビの成長お よび歩留 りは第 2表のとお _りである｡

第 2表 音 養 試 験 結 果

月 日 体 長 (cm) 尾数 (尾)

備 考昭 46.10. 812, 18昭 47.1. 142. 18 4.5- 7.O x-6.45.5- 7.5 x_- 6.85.5- 8.6 x-7.76.0- 9.O x:- 8.2 50015811410 試 験 開 始2月 2日北東の風に よる時化のため網が破れ稚

エビ逸散するo無餌 のまま飼育を行そったが､成長は良好である｡ しか し､1月14日測定時ま

でに､約か 稚エ ビの逸散､柴死が生 じた｡ 2月 2日北東の風に よる醇化で､草蕃寵の絹が数ヶ所破れ ､生残教 10尾

と浸った｡考1･ クルマエビの幼生の発育段階を見ると､ ゾエア期に入ると飼育は困難であるが､

ミシス期以降の飼育は､比較的容易であると云われている｡ホ ッカイエどの場合も､後期ゾエアでふ

出が行をわれるので､ふ出以降の飼育は共喰いによる場合を除き､繁死するのも少を く割 合簡単である

ように思われる｡2･ 食性は久保 (1951)の報告によると､動物性餌料の他種藻類､アマモ類の植

物性餌料か よび浮泥､砂夜どが摂取されるらしく､餌料は雑食性夜ので管理 し易い

面をもっている｡3･ 北方系のエ ビとしてば､比較的高水温VC強 く､夏期に尾部の部分が赤 くただれるもC

'も見 られたが､24℃位の水温にも耐え得る特

性をもっている｡4･ 海底蓄養試験での成長は､摸解 してレゝ夜いせレ､もあ_り､若干 コンクリー ト水槽で

の飼育 より劣る傾向が見 られる｡将来は､桐生筆養殖に力を入れるべきと考え られるが､今年匿の試

験では種々と問題が多かったので､今 後は時化をどにも充分耐久性のある蓄養施設を考察する必要があ




